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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
が
世
界
各
国
を
席
巻
す
る
中
で
、

ロ
シ
ア
は
珍
し
い
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
が
厳
し
い
水
際
対
策

を
敷
い
た
こ
と
も
あ
り
、
欧
州
諸
国
に
比
べ
る
と
、
感
染
者
の
拡
大

時
期
は
遅
か
っ
た
。
し
か
し
四
月
に
入
る
と
、
感
染
者
数
が
急
増

し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
ト
ッ
プ
3
に
入
り
、
五
月
一
五
日
時
点

で
二
六
万
人
に
達
す
る
（
一
七
日
時
点
で
は
二
八
万
人
に
達
し
、
世

界
で
二
番
目
の
感
染
者
数
と
な
っ
た
）。

　

し
か
し
公
式
発
表
に
よ
る
と
、
感
染
者
の
う
ち
致
死
率
は
一
％
未

満
で
、
一
〇
％
台
が
珍
し
く
な
い
西
欧
諸
国
よ
り
ず
っ
と
少
な
い
。

ま
た
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
検
査
を
徹
底
す
る
方
針
に
転
じ
た
た
め
感
染

者
が
急
増
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
説
明
す
る
。
そ
れ
で
も
事
態

は
深
刻
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
政
府
で
コ
ロ
ナ
対
策
を

指
揮
し
て
い
た
ミ
シ
ュ
ス
チ
ン
首
相
を
は
じ
め
と
し
て
、
閣
僚
や
知

事
な
ど
要
人
の
感
染
が
相
次
い
で
い
る
か
ら
だ
。

厳
し
い
外
出
禁
止
措
置

　

ロ
シ
ア
政
府
は
早
い
段
階
か
ら
厳
し
い
施
策
を
取
っ
て
き
た
。
中

国
内
で
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
二
月
初
旬
の
段
階
で
中
国
と
の
人
や

物
資
の
往
来
を
大
幅
に
制
限
し
た
。
ロ
シ
ア
は
二
〇
一
四
年
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
南
部
の
ク
リ
ミ
ア
を
強
制
編
入
し
て
以
来
、
欧
米
諸
国
か
ら

毎
日
新
聞
前
モ
ス
ク
ワ
支
局
長

大
前
仁

お
お
ま
え　

ひ
と
し　

一
九
九
六
年
米

ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
大
国
際
関
係
学
大
学

院
卒
。
同
年
か
ら
日
本
経
済
新
聞
ア
メ
リ
カ

社
・
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
勤
務
。
二
〇
〇
三
年

に
毎
日
新
聞
入
社
。
〇
八
〜
一
三
年
、
一
八

年
〜
二
〇
年
モ
ス
ク
ワ
駐
在
。
現
在
は
外
信

部
副
部
長
。
主
な
取
材
テ
ー
マ
は
米
外
交
、

日
露
関
係
、
ロ
シ
ア
情
勢
な
ど
。

ロ
シ
ア

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界　厳

し
い
外
出
制
限
で
コ
ロ
ナ
封
じ
込
め
を
目
指
す
が
、

休
業
補
償
を
企
業
に
押
し
付
け
る
な
ど
、

プ
ー
チ
ン
政
権
の
経
済
対
策
へ
の
国
民
の
不
満
は
強
い
。

さ
ら
に
原
油
価
格
の
下
落
が
追
い
打
ち
を
か
け
る
。

油
価
下
落
が
重
な
り
経
済
危
機
は
深
刻
化
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経
済
制
裁
を
科
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
中
国
へ
の
経
済
依
存
を

強
め
て
い
る
。
そ
れ
で
も
国
内
の
感
染
防
止
策
を
優
先
し
た
。

　

三
月
中
旬
、
ロ
シ
ア
国
内
の
感
染
者
は
一
〇
〇
人
に
満
た
な
か
っ

た
が
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン
か
ら
帰
国
し
た
人
た
ち
の
感
染
が
判

明
す
る
と
、
政
府
は
外
国
人
の
入
国
禁
止
に
踏
み
切
っ
た
。
さ
ら
に

二
八
日
に
な
る
と
、
一
部
業
種
を
除
き
国
内
全
域
に
お
い
て
有
給
の

「
非
労
働
日
」
を
設
定
し
、
労
働
を
全
面
的
に
禁
止
し
、
外
出
制
限

策
に
乗
り
出
し
た
。特
に
感
染
者
が
集
中
し
た
首
都
モ
ス
ク
ワ
で
は
、

厳
し
い
規
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。
四
月
中
旬
か
ら
は
住
民
が
車
で
外

出
し
た
り
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
す
る
際
、
許
可
書
の
持

参
を
義
務
づ
け
る
徹
底
ぶ
り
だ
。
労
働
禁
止
と
外
出
制
限
は
五
月
半

ば
に
な
り
、
よ
う
や
く
段
階
的
な
緩
和
が
発
表
さ
れ
た
。

　

一
方
で
、
政
府
は
非
常
事
態
宣
言
を
発
動
し
た
場
合
、
国
民
の
給

与
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、「
非
労
働
日
」
と
い

う
位
置
づ
け
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
障
義
務
か
ら
逃
れ
て
き
た
格

好
だ
。ま
た
企
業
に
対
し
従
業
員
へ
の
給
与
支
払
い
を
命
じ
な
が
ら
、

支
援
策
が
十
分
で
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
四
月
下
旬

に
は
国
民
が
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
デ
モ
を
実
施
す
る
な
ど
、
不
満
の
広

が
り
は
隠
せ
な
い
。

協
調
減
産
に
踏
み
切
る
も
油
価
は
上
昇
せ
ず

　

コ
ロ
ナ
と
同
時
進
行
で
ロ
シ
ア
を
襲
っ
た
の
は
、
原
油
価
格
の
暴

落
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
二
〇
一
六
年
一
二
月
か
ら
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
を
盟
主
と
す
る
石
油
輸
出
国
機
構
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
と
の
協
調
減
産

を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
三
月
初
旬
の
協
議
で
は
、
四
月
以
降
も
減

産
を
求
め
る
サ
ウ
ジ
の
要
求
を
拒
み
、
協
調
減
産
の
枠
組
み
が
壊
れ

た
。
そ
の
結
果
、
国
際
的
な
原
油
価
格
は
月
末
に
一
バ
レ
ル
当
た
り

二
〇
ド
ル
を
割
り
込
み
、
ロ
シ
ア
の
通
貨
ル
ー
ブ
ル
も
暴
落
し
た
。

　

ロ
シ
ア
政
府
の
歳
入
の
四
割
以
上
は
石
油
ガ
ス
資
源
に
依
存
し
て

い
る
。
政
府
は
二
〇
年
の
予
算
を
制
定
す
る
際
、
原
油
価
格
を
一
バ

レ
ル
四
二
ド
ル
と
想
定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
原
油
価

格
の
下
落
を
看
過
で
き
な
か
っ
た
。
四
月
に
入
る
と
、
一
度
は
決
裂

し
た
サ
ウ
ジ
と
の
話
し
合
い
の
場
に
戻
っ
た
上
に
、
廉
価
の
シ
ェ
ー

ル
オ
イ
ル
を
生
産
す
る
米
国
も
協
議
に
引
き
込
ん
だ
。
プ
ー
チ
ン
氏

は
四
月
一
二
日
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
サ
ウ
ジ
の
サ
ル
マ
ン

国
王
と
電
話
協
議
を
実
施
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
と
の
協
調
減
産
の
枠
組

み
を
復
活
さ
せ
て
、
五
月
か
ら
日
量
九
七
〇
万
バ
レ
ル
を
減
産
し
て

い
く
こ
と
を
取
り
決
め
た
。

　

ロ
シ
ア
は
あ
る
程
度
の
痛
手
を
覚
悟
し
な
が
ら
、
新
た
な
協
調
減

産
に
踏
み
切
っ
た
模
様
だ
。
独
立
行
政
法
人
石
油
ガ
ス
・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
調
査
部
の
原
田
大
輔
氏
は
「
ロ
シ
ア

の
原
油
生
産
体
制
は
、
産
業
体
制
と
気
候
、
地
質
条
件
か
ら
、
生
産
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調
整
が
容
易
に
で
き
な
い
」
と
指
摘
。
古
い
井
戸
が
多
く
、
生
産
を

停
止
す
れ
ば
、
再
開
で
き
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
国
際
市
場
で
だ
ぶ
つ
い
た
原
油
価
格
は
急
に
戻
ら
な
い
。

新
た
な
協
調
減
産
で
合
意
し
な
が
ら
も
、
四
月
二
〇
日
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
場
で
は
、
五
月
物
の
取
引
額
が
史
上
初
め
て
マ
イ
ナ
ス
額

と
な
る
事
態
が
起
き
た
。
シ
ル
ア
ノ
フ
財
務
相
は
、
今
年
の
財
政
赤

字
が
五
兆
六
〇
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
（
約
八
兆
一
四
〇
〇
億
円
）
に
達

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
原
油
販
売
の
歳
入
な
ど
を
積
み
立
て
て

き
た
「
国
民
福
祉
基
金
」
な
ど
を
取
り
崩
し
、
対
応
し
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。
プ
ー
チ
ン
政
権
は
長
年
、
財
政
均
衡
に
努
め
て
き
た
こ

と
か
ら
財
政
出
動
の
体
力
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
ま
で
も
対
応

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

五
月
に
入
る
と
、
北
部
ム
ル
マ
ン
ス
ク
州
の
天
然
ガ
ス
関
連
施
設

の
建
設
現
場
で
一
六
〇
〇
人
を
超
え
る
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
。
天

然
資
源
の
採
掘
・
生
産
現
場
は
「
生
産
の
中
断
が
難
し
い
現
場
」
と

み
な
さ
れ
て
、
活
動
の
継
続
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
逆
に
感
染
者

の
確
認
が
相
次
ぐ
皮
肉
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

歴
史
的
な
原
油
安
に
見
舞
わ
れ
た
上
に
、
多
く
の
産
業
活
動
を
止

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
の
国
民
生
活
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
。
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
四
月
中
旬
、
今
年
の
ロ
シ

ア
の
経
済
成
長
率
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
当
初
予
想
の
一
・
九
％
か

ら
マ
イ
ナ
ス
五
・
五
％
へ
と
修
正
し
た
。
ロ
シ
ア
の
経
済
成
長
率
は
、

ク
リ
ミ
ア
編
入
の
翌
年
と
な
る
二
〇
一
五
年
に
マ
イ
ナ
ス
二
％
を
記

録
。
そ
の
後
は
曲
が
り
な
り
に
も
プ
ラ
ス
を
保
っ
て
き
た
が
、
五
年

ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
は
避
け
ら
れ
そ
う
に
も
な
い
。
政
府
系
金
融

機
関
の
付
属
研
究
所
の
予
測
は
、
ホ
テ
ル
や
外
食
、
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
と
い
っ
た
産
業
で
年
率
二
〇
％
近
く
落
ち
込
む
と
指
摘
。
政
府
高

官
か
ら
「
通
常
の
経
済
危
機
よ
り
も
深
刻
」（
ク
ド
リ
ン
会
計
検
査

院
長
官
）
と
の
声
が
漏
れ
聞
こ
え
て
く
る
。

い
ら
だ
つ
国
民
、
プ
ー
チ
ン
氏
の
支
持
率
は
低
下

　

長
引
く
外
出
制
限
や
国
民
生
活
の
打
撃
を
受
け
、
プ
ー
チ
ン
氏
の

支
持
率
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。
独
立
系
世
論
調
査
機
関
の
レ
バ
ダ

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
四
月
下
旬
の
調
査
で
は
プ
ー
チ
ン
氏
へ
の
支

持
率
は
五
九
％
で
、
二
〇
〇
〇
年
に
大
統
領
に
就
い
て
以
来
の
最
低

値
を
記
録
し
た
。
政
府
系
の
全
ロ
シ
ア
世
論
調
査
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
、
一
一
人
の
リ
ス
ト
か
ら
「
信
頼
す
る
政
治
家
」
を
選
ぶ
形
式
の

調
査
で
は
、「
プ
ー
チ
ン
氏
を
信
頼
す
る
」
と
の
回
答
は
二
八
・
三
％

（
三
月
時
点
）。
こ
ち
ら
も
〇
六
年
以
来
、最
も
低
い
数
値
と
な
っ
た
。

い
ら
だ
つ
国
民
感
情
が
反
映
さ
れ
て
い
る
格
好
だ
。

　

プ
ー
チ
ン
氏
は
今
年
に
入
り
、
現
在
の
任
期
を
迎
え
る
二
四
年
の

「
後
」
を
見
据
え
、
憲
法
改
正
に
着
手
し
た
。
議
会
や
憲
法
裁
判
所
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も
三
月
中
旬
ま
で
に
改
正
案
を
承
認
し
て
お
り
、
最
後
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
全
国
民
に
よ
る
投
票
（
当
初
は
四
月
二
二
日
予
定
）
を
残
す

だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
急
増
し
た
事
態
を
受
け
、

政
府
は
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
早
け
れ
ば
六
月
に
も
投
票
を
実

施
し
た
い
考
え
の
よ
う
だ
が
、
感
染
が
収
ま
ら
な
け
れ
ば
、
秋
ま
で

ず
れ
込
む
可
能
性
も
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。

　

当
初
は
五
月
九
日
に
予
定
し
て
い
た
「
対
独
戦
勝
記
念
式
典
」
も

重
要
な
政
治
日
程
の
一
つ
だ
っ
た
。
近
年
の
プ
ー
チ
ン
政
権
は
国
民

を
団
結
さ
せ
る
「
求
心
力
」
と
し
て
、ソ
連
が
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
を
破
っ

た
歴
史
を
大
々
的
に
利
用
し
て
い
る
。
特
に
今
年
は
第
二
次
世
界
大

戦
の
終
結
か
ら
七
五
年
と
い
う
節
目
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
プ
ー
チ

ン
氏
は
対
立
す
る
欧
米
諸
国
の
首
脳
も
招
き
、
大
々
的
に
式
典
を
催

し
、
勝
利
の
歴
史
の
正
当
性
を
誇
示
す
る
狙
い
だ
っ
た
。
し
か
し
コ

ロ
ナ
の
猛
威
に
は
歯
が
立
た
ず
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
延
期
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
九
月
ご
ろ
に
再
設
定
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

コ
ロ
ナ
も
任
期
も
先
行
き
不
透
明

　

支
持
率
が
下
が
り
、
政
治
日
程
が
大
幅
に
乱
れ
る
な
ど
、
プ
ー
チ

ン
政
権
は
コ
ロ
ナ
に
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ロ
シ
ア
国
内

で
は
、
プ
ー
チ
ン
氏
に
取
っ
て
代
わ
る
指
導
者
の
影
は
見
え
て
こ
な

い
。
モ
ス
ク
ワ
の
ソ
ビ
ャ
ー
ニ
ン
市
長
は
外
出
制
限
策
の
発
動
な
ど

を
め
ぐ
り
、
存
在
感
を
強
め
て
い
る
が
、
三
月
時
点
の
調
査
と
は
い

え
、
支
持
率
は
二
％
台
に
と
ど
ま
る
（
前
述
の
全
ロ
シ
ア
世
論
調
査

セ
ン
タ
ー
の
調
査
）。

　

今
年
に
入
り
、
憲
法
改
正
を
提
案
し
た
際
、
プ
ー
チ
ン
氏
は

二
〇
二
四
年
に
迎
え
る
任
期
の
後
で
大
統
領
か
ら
退
き
、
院
政
に
移

行
す
る
考
え
を
に
じ
ま
せ
て
い
た
。
し
か
し
三
月
に
な
る
と
、
自
身

が
二
四
年
の
大
統
領
選
に
出
馬
で
き
る
上
に
、
最
長
で
三
六
年
ま
で

大
統
領
を
務
め
ら
れ
る
憲
法
改
正
条
項
に
賛
成
し
た
。こ
の
条
項
は
、

テ
レ
シ
コ
ワ
下
院
議
員
（
世
界
初
の
女
性
宇
宙
飛
行
士
）
が
提
案
し
、

プ
ー
チ
ン
氏
が
賛
同
す
る
形
を
取
っ
た
が
、
政
権
が
描
い
た
シ
ナ
リ

オ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
。
プ
ー
チ
ン
氏
が
考
え
を
変

え
た
真
相
は
不
明
だ
が
、
二
四
年
の
退
任
と
院
政
を
既
定
路
線
に
し

て
し
ま
う
と
、
国
内
が
収
ま
ら
な
い
と
み
な
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ロ
シ
ア
政
界
で
は
こ
の
よ
う
な
見
方
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

世
界
各
地
で
猛
威
を
振
る
う
コ
ロ
ナ
は
ロ
シ
ア
の
国
民
生
活
、
経

済
活
動
、
政
治
状
況
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
る
。
今
後
も
プ
ー
チ
ン
氏
が

陣
頭
指
揮
を
取
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
憲
法
改
正
条
項
で
許
さ

れ
た
最
長
の
任
期
と
な
る
二
〇
三
六
年
ま
で
、
大
統
領
に
と
ど
ま
る

つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
は
八
三
歳
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
国
内

で
コ
ロ
ナ
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
と
同
じ
く
、
ロ
シ
ア
政

界
の
今
後
も
、
視
界
は
良
好
で
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
●




